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歳入歳出決算書

財産目録

財務諸表



歳 入 歳 出 決 算 書 



　１　収益的収入及び支出

款 項 当初予算額 補正予算額
弾力条項適用
による予算額

計

円 円 円 円

1 血液事業 164,901,062,000 0 0 164,901,062,000 
　収益

1 事業収益 161,092,752,000 0 0 161,092,752,000 

2 事業外収益 1,309,359,000 0 0 1,309,359,000 
  

収

科    目 予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額



円 円 円

165,952,098,685 1,051,036,685 

160,999,083,403 △93,668,597 

1　事  業  収　益 160,999,083,403

 (1)輸血用血液製剤供給収益 146,695,902,560

 (2)原料血漿供給収益 14,143,703,122

 (3)その他事業収益 159,477,721

3,097,975,331 1,788,616,331 

1　事 業 外 収 益 3,097,975,331

 (1)受 取 利 息 17,748,348

 (2)為 替 差 額 0

 (3)補 助 金 収 益 70,352,198

 (4)寄 付 金 収 益 376,556,551

 (5)他 会 計 繰 入 金 1,185,824,619

 (6)長期前受補助金等取崩益 1,215,564,961

 (7)その他事業外収益 231,928,654

入

決算額
予算現額に
比し増減

内       訳



款 項 当初予算額 補正予算額
弾力条項適用
による予算額

計

円 円 円 円

科    目 予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額

3 関連事業収益 2,498,951,000 0 0 2,498,951,000 

  

4 特別利益 0 0 0 0 

164,901,062,000 0 0 164,901,062,000 収 益 的 収 入 合 計



円 円 円

決算額
予算現額に
比し増減

内       訳

1,827,376,695 △671,574,305 

1　関 連 事 業 収 益 1,827,376,695

 (1)臍帯血供給収益 322,758,000

 (2)補助金収益 1,498,084,499

 (3)その他関連事業収益 6,534,196

27,663,256 27,663,256 

1　特　別　利　益 27,663,256

 (1)固定資産売却益 2,370,256

 (2)投資有価証券売却益 0

 (3)徴収不能引当金戻入額 0

 (4)その他引当金戻入額 0

 (5)その他特別利益 25,293,000

165,952,098,685 1,051,036,685 



款 項 当初予算額 補正予算額 流用増減額
弾力条項適用
による予算額 計

円 円 円 円 円

1 血液事業 161,793,955,000 0 0 0 161,793,955,000 

　費用

1 事業費用 158,070,688,000 0 482,450,000 0 158,553,138,000 

2 事業外費用 32,866,000 0 17,550,000 0 50,416,000 

　

支

科    目 予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額



円 円 円

154,568,098,269 7,225,856,731

151,929,306,366 6,623,831,634 

1　供  給  原  価 110,612,009,758

 (1)当期製造原価 110,852,186,668

 (2)その他供給原価 6,447,825

 (3)期末たな卸調整額 △ 246,624,735

2　管 理 供 給 費 40,033,252,643

 (1)人   件   費 16,841,071,657

 (2)経　　　　費 23,192,180,986

3　調 査 研 究 費 1,284,043,965

 (1)人   件   費 602,306,285

 (2)材 　料   費 251,315,023

 (3)経　　　　費 430,422,657

49,646,768 769,232

1　事 業 外 費 用 49,646,768

 (1)支 払 利 息 16,618,335

 (2)為 替 差 損 0

 (3)退職給付費用 0

 (4)退職給付会計変更時差異処理額 0

 (5)他会計繰出金 24,284,553

（6)徴収不能損失 0

 (7)徴収不能引当金繰入額 0

 (8)その他引当金繰入額 0

 (9)その他事業外費用 8,743,880

出

決算額 不用額 内                訳



款 項 当初予算額 補正予算額 流用増減額
弾力条項適用
による予算額 計

円 円 円 円 円

科    目 予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額

3 関連事業費用 2,706,565,000 0 0 0 2,706,565,000 

4 予備費 500,000,000 0 △500,000,000 0 0 

5 特別損失 473,836,000 0 0 0 473,836,000 

6 法人税等 10,000,000 0 0 0 10,000,000 

161,793,955,000 0 0 0 161,793,955,000 

収入支出差引額 11,384,000,416 円

収益的支出合計



円 円 円

決算額 不用額 内                訳

2,296,139,437 410,425,563 

1　関 連 事 業 費 用 2,296,139,437

 (1)人   件   費 584,235,266

 (2)材 　料   費 274,846,540

 (3)経　　　　費 1,456,675,904

 (4)期末たな卸調整額 △ 19,618,273

0 0 

285,872,705 187,963,295 

1　特　別　損　失 285,872,705

 (1)固定資産売却損 8,954,124

 (2)固定資産除却損 125,396,510

 (3)減 損 損 失 46,553,672

 (4)投資有価証券売却損 0

 (5)投資有価証券評価損 0

 (6)その他引当金繰入額 74,978,399

 (7)その他特別損失 29,990,000

7,132,993 2,867,007 

1　法 人 税 等 7,132,993

 (1)法人税等 7,132,993

154,568,098,269 7,225,856,731



２　資本的収入及び支出

款 項 当初予算額 補正予算額
前年度繰越

事業費充当額
計

円 円 円 円

1 血液事業 22,339,540,000 0 1,758,146,170 24,097,686,170 
　収入

1 借入金等収入 1,124,844,000 0 0 1,124,844,000 

2 資産売却収入 0 0 0 0 

3 その他収入 21,214,696,000 0 1,758,146,170 22,972,842,170 

22,339,540,000 0 1,758,146,170 24,097,686,170 資 本 的 収 入 合 計

収

科    目 予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額



円 円 円 円

11,818,063,855 1,833,515,660 △10,446,106,655 

817,666,893 0 △307,177,107 

1　借入金等収入 817,666,893

 (1)借入金収入 0

 (2)業者未払額 0

 (3)リース未払金 0

 (4)長期前受補助金等 817,666,893

 (5)その他固定負債 0

3,289,780 0 3,289,780 

1　資産売却収入 3,289,780

 (1)固定資産売却収入 3,289,780

 (2)流動資産売却収入 0

10,997,107,182 1,833,515,660 △10,142,219,328 1　その他収入 10,997,107,182

 (1)その他収入 10,997,107,182

11,818,063,855 1,833,515,660 △10,446,106,655 

収入未済額
予算現額に
比し増減

内       訳

入

決  算  額



款 項 当初予算額 補正予算額 前年度事業繰越額 計

円 円 円 円

1 血液事業 22,339,540,000 0 1,758,146,170 24,097,686,170 
　支出

1 固定資産支出 22,003,376,000 0 1,758,146,170 23,761,522,170 

2 借入金等償還 336,164,000 0 0 336,164,000 

3 その他支出 0 0 0 0 

22,339,540,000 0 1,758,146,170 24,097,686,170 

科    目 予　　　　　　算　　　　　　現　　　　　　額

資 本 的 支 出 合 計

支



円 円 円

11,818,063,855 1,833,515,660 10,446,106,655 

11,481,899,855 1,833,515,660 10,446,106,655 

1　固定資産支出 11,481,899,855
　 

 (1)有形固定資産支出 10,750,998,247
　　

 (2)無形固定資産支出 730,901,608
　　

 (3)その他の資産支出 0

336,164,000 0 0 

1　借入金等償還 336,164,000

 (1)借入金償還 336,164,000

 (2)業者未払額返済 0

0 0 0 

1　その他支出 0

 (1)その他支出 0

11,818,063,855 1,833,515,660 10,446,106,655 

出

内       訳

円

決  算  額 翌年度繰越額 不用額





財　務　諸　表 





損　益　計　算　書









貸　借　対　照　表



令和4年3月31日

円 円 円 円 円 円

１　流　動　資　産 １　流　動　負　債

現 金 預 金 64,900,132,273 買 掛 金 7,555,063,426

事 業 未 収 金 27,884,046,293 短 期 借 入 金 336,179,000

徴 収 不 能 引 当 金 1,330,571 27,882,715,722 短 期 リ ー ス 債 務 41,363,051

未 収 金 1,058,267,192 未 払 金 9,157,003,018

有 価 証 券 1,353,434,112 未 払 費 用 7,243,637,916

輸 血 用 血 液 製 剤 7,202,521,208 未 払 消 費 税 129,339,744

臍 帯 血 754,618,526 未 払 法 人 税 等 17,836,643

原 料 血 漿 4,477,884,599 預 り 金 393,285,932

器 具 2,401,157,771 前 受 収 益 4,500

薬 品 727,136,494 賞 与 引 当 金 2,874,136,961

準 備 消 耗 品 110,322,553 短 期 資 産 除 去 債 務 176,226,672

貯 蔵 品 39,504,138 そ の 他 引 当 金 74,978,399

前 払 費 用 671,124,725 そ の 他 流 動 負 債 858,248,289

未 収 収 益 764,109

そ の 他 流 動 資 産 4,094,479,239 流 動 負 債 合 計 28,857,303,551

流 動 資 産 合 計 115,674,062,661

２　固　定　資　産 ２　固　定　負　債

(１)有形固定資産 長 期 借 入 金 1,841,225,000

建 物 60,253,831,105 長 期 リ ー ス 債 務 6,173,815

減 価 償 却 累 計 額 30,720,367,561 29,533,463,544 退 職 給 付 引 当 金 66,668,741,766

建 物 付 属 設 備 57,834,099,740 長 期 資 産 除 去 債 務 393,716,000

減 価 償 却 累 計 額 42,931,060,769 14,903,038,971 長 期 前 受 補 助 金 等 6,586,240,897

構 築 物 4,490,507,791 そ の 他 固 定 負 債 132,679,898

減 価 償 却 累 計 額 3,339,585,535 1,150,922,256 固 定 負 債 合 計 75,628,777,376

機 械 備 品 32,463,237,612

減 価 償 却 累 計 額 25,953,474,253 6,509,763,359 負 債 合 計 104,486,080,927

貸　　　借　　　対　　　照　　　表

資　　　  産　 　　 の 　　 　部 負　　　  債  　　　の　　　  部



車 両 18,405,548,747

減 価 償 却 累 計 額 13,840,198,288 4,565,350,459

土 地 30,804,433,183 １　基　本　金

建 設 仮 勘 定 316,821,976 基 本 金 128,612,923,511

有 形 固 定 資 産 合 計 87,783,793,748 基 本 金 合 計 128,612,923,511

(２)無形固定資産 ２　利　益　剰　余　金

借 地 権 13,344,000 利 益 積 立 金 3,095,045,593

ソ フ ト ウ ェ ア 1,790,495,569 特 別 積 立 金 19,125,397,000

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 1,472,765,055 当 期 未 処 分 剰 余 金 14,626,178,792

電 話 加 入 権 111,201,951 利 益 剰 余 金 合 計 36,846,621,385

電気ガス水道供給施設利用権 16,682,121

無 形 固 定 資 産 合 計 3,404,488,696 基 金 合 計 165,459,544,896

(３)投資その他の資産

破 産 更 生 債 権 等 798,097

長 期 前 払 費 用 66,061,288

血 液 事 業 資 金 26,707,895,774

退 職 拠 出 金 5,285,069,939

そ の 他 投 資 31,023,455,620

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 63,083,280,718

固 定 資 産 合 計 154,271,563,162

資 産 合 計 269,945,625,823 負 債 及 び 基 金 合 計 269,945,625,823

基　　　　金　　　　の　　　　部





キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書









剰余金処分(損失金処理)計算書



令 和 4 年  3 月 31 日

 １　当 期 未 処 分 剰 余 金

     （１）前  期  繰  越  剰  余  金 4,243,974,211 円

     （２）当   期   純 　利 　益   　 10,382,204,581 円 14,626,178,792 円

 ２　剰 余 金 処 分 額 

     （１）利 益 積 立 金 積 立 額 　 731,309,000 円

     （２）特 別 積 立 金 積 立 額 　 9,726,408,000 円 10,457,717,000 円

 ３　次  期  繰  越  剰  余　金 4,168,461,792 円

（注）１．当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額731,031,101円を、当事業年度の前期繰越剰余金4,975,005,312円に
　　　　　減額した結果、前期繰越剰余金の当期首残高は4,243,974,211円となっている。

剰 余 金 処 分（ 損 失 金 処 理 ）計 算 書



財 務 諸 表 に 対 す る 注 記



財務諸表に対する注記 

 

重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

この財務諸表（損益計算書、貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書、剰余金処分（損失金処理）

計算書並びに重要な会計方針及びその他の注記をいう。以下同じ。）、財務諸表の附属明細書及び歳入

歳出決算書（以下「財務諸表等」という。）は、日本赤十字社が行う赤十字事業の中で、血液事業の経

営成績、財政状態及びキャッシュ・フローの状況並びに歳入歳出の状況等を明らかにして運営するた

め、また厚生労働省に提出するため作成されております。 

この財務諸表は、日本赤十字社法及び同法施行規則並びに安全な血液製剤の安定供給の確保等に関

する法律に基づいて、日本赤十字社が定めた日本赤十字社会計規則及び日本赤十字社血液事業特別会

計規則（以下「血液事業特別会計規則等」という。）に準拠して作成されております。血液事業特別会

計規則等は、一般に公正妥当と認められる企業会計の基準及び会社計算規則に基づいて作成されてお

ります。 

 

なお、歳入歳出決算書は税込方式、それ以外の財務諸表等は税抜方式によっております。 

本財務諸表の作表に当たり採用した重要な会計方針は以下のとおりです。 

 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券・・・償却原価法（定額法）を採用しております。 

 

２ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）

を採用しております。 

なお、一部のたな卸資産は総平均法によっております。 

 

３ 固定資産の減価償却方法 

有形固定資産（リース資産を除く） 

建物、建物付属設備、構築物及びこれらに準ずるもの・・・ 定額法を採用しております。 

機械備品、車両及びこれらに準ずるもの・・・ 定率法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物  7年～39年 

建物付属設備 3年～17年 

構築物  3年～50年 

機械備品  2年～20年 

車両  2年～ 6年 

無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、社内利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づいてお

ります。 

リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 

４ 引当金の計上基準 



（１）徴収不能引当金 

事業未収金等の徴収不能による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

（２）賞与引当金 

職員の賞与の支払いに備えるため、将来の支給見込額の内、当会計年度の負担額を計上してお 

ります。 

（３）退職給付引当金 

職員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基

づき、当会計年度末に発生していると認められる額を計上しております。 

当会計年度末において、年金資産見込額が退職給付債務見込額を超過している場合は、超過額

を前払年金費用として計上しております。 

数理計算上の差異及び過去勤務費用は、その発生年度に費用処理しております。 

また、嘱託等の退職慰労金の支出に備えるため、血液事業特別会計規則等に基づき当年度末要

支給額を計上しております。 

なお、退職一時給与金に対し、当事業年度に給与制度内容の一部を令和5年4月に改定するこ

とを決定したこと等に伴い、退職給付引当金 3,297,187,178 円が減少しております。また、確定

給付企業年金に対し、数理計算上の差異等により、退職給付引当金 2,205,741,506 円が減少して

おります。当該退職給付引当金の減少分は、その発生年度である当事業年度の人件費の減額とし

て計上しております。 

（４）その他引当金 

固定資産の撤去工事に伴う費用の支出に備えるため、その見込額を計上しております。 

 

５ 収益及び費用の計上基準 

当社は、主に輸血用血液製剤及び原料血漿の製造、販売を行っており、顧客との販売契約に基

づいて当該製造を引き渡す履行義務を負っております。 

輸血用血液製剤は、出荷から引き渡しまでが通常の期間で行われるため、当該履行義務は製品

を出荷する一時点において充足されると判断し、出荷時点で収益を認識しております。 

原料血漿は、検収時点において、顧客が当該製品に対する支配を獲得して充足されると判断し、

検収時点で収益を認識しております。 

 

６ 資産に関する補助金 

国・地方自治体等から受領した資産に関する補助金（固定資産を購入することを条件とする補

助金）は、長期前受補助金等として固定負債に計上し、当該補助金で補償することが意図されて

いる関連費用を認識する期間にわたって規則的に処理しております。 

 

７ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅

少なリスクしか負わない取得日から3ヵ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなってお

ります。 

 

会計方針の変更に関する注記 

 

１ 収益認識に関する会計基準等の適用 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会

計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移

転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することと

いたしました。 



当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度

の前期繰越剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

この結果、前期繰越剰余金の当期首残高は731,031,101円減少しております。  

 

２ 時価算定に関する会計基準等の適用 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下、「時価算定

会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商

品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取

り扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用すること

といたしました。これによる財務諸表への影響はありません。 

 

 

貸借対照表等に関する注記 

 

１ 担保に提供している資産及び担保に係る債務 

担保に供している資産 

土地 

建物 

計 

 

担保に係る債務 

1年以内返済予定長期借入金 

長期借入金 

計 

 

２ 日本赤十字社の他会計に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 

短期金銭債務 

長期金銭債務 

 

３ 関係法人に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権 

短期金銭債務 

 

 

損益計算書に関する注記 

 

１ 日本赤十字社の他会計との取引高 

事業取引による取引高 

事業収益 

事業費用 

事業取引以外の取引による取引高 

 

２ 関係法人との取引高 

事業取引による取引高 

事業収益 

事業費用 

事業取引以外の取引による取引高 

120,000,000 円  

77,956,600 円  

197,956,600 円 

39,996,000 円  

120,048,000 円  

160,044,000 円  

5,949,023,147円   

623,286,414円 

129,715,236円   

4,791,002,047円  

384,924,453円 

9,707,445,657円  

380,744,654円  

1,775,399,791円  

6,970,978,598円  

1,996,051,155円  

25,465,964円 



 

キャッシュ・フロー計算書に関する注記 

 

１ 現金及び現金同等物の期末残高の貸借対照表科目別の内訳 

現金預金 

血液事業資金 

現金及び現金同等物 

 

２ 重要な非資金取引 

当年度において、現物により寄付を受けた固定資産は16,250,330円であります。 

 

 

リースにより使用する固定資産に関する注記 

 

オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料 

1年内 

1年超 

合計 

 

 

金融商品に関する注記 

 

１ 金融商品の状況に関する事項 

資金運用については短期的な預金及び利回り確定の公債等に限定しており、資金調達は施設整

備当初時の銀行等金融機関からの借入のみとなっております。 

事業未収金に係る取引先の信用リスクは、日本赤十字社会計規則施行細則の債権管理に係る規

程に沿ってリスク低減を図っております。また有価証券は国債のみを保有しており株式等は保有

しておりません。 

 

２ 金融商品の時価等に関する事項 

令和 4 年 3 月 31 日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。 

なお、市場価格のない株式等は含まれておりません((注2)参照)。 

また、「現金預金」、「事業未収金」、「血液事業資金」、「買掛金」、「未払金」、「未払費用」及び「短

期借入金」については、現金及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものである

ことから、記載を省略しております。 

 
   （単位：円） 
 貸借対照表計上額（*） 時価（*） 差額 

(1)投資有価証券 1,353,434,112 1,364,060,000 10,625,888 

(2)長期借入金 (1,841,225,000) (1,841,293,498) (68,498) 

（*）負債に計上されているものについては、（  ）で示しております。 

 

 

（注1）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 3

つのレベルに分類しております。 

64,900,132,273 円 

26,707,895,774 円 

91,608,028,047 円 

147,449,040 円  

226,610,940 円  

374,059,980 円  



レベル1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定

した時価 

レベル 2 の時価：レベル 1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用

いて算定した時価 

レベル3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して

おります。 

（１）投資有価証券 

国債の時価については、取引所の価額によっており、その時価をレベル1の時価に分類しており

ます。 

（２）長期借入金 

長期借入金の時価については、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味し

た利率を基にした、割引現在価値法による算定によっており、その時価をレベル2の時価に分類し

ております。 

 

（注2）市場価格のない株式等の貸借対照表計上額 

 

  （単位：円） 

区分 当年度 

その他投資 28,383,615,552 

 

上記については、「(1) 投資有価証券」には含まれておりません。 

 

 

関連当事者との取引に関する注記 

 

 

 

価格その他の取引条件は、市場実勢価格等を勘案して一般的取引条件と同様に価格交渉の上で決定

しております。 

 

 

重要な後発事象に関する注記 

 

 該当事項はありません。 

 

 

 

その他、資産、負債及び基金並びに損益の状態を正確に判断するために必要な事項に関する注記 

 

会計上の見積に関する注記 

会計上の見積により当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係

種類
会社等
の名称

所在地
資本金又は

出資金（基金）
事業の内容

議決権等の
所有割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科　目 期末残高

関係
法人

一般社団法人
日本血液製剤
機構

東京都港区

円

29,383,615,552
血漿分画製剤
の製造・販売

50%
原料血漿の供給、
業務の委託、基金
の拠出、債務保証

原料血漿の供給

円

6,970,978,598 事業未収金

　　　　円

4,784,527,736



る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。  

 

退職給付引当金 

（１）当事業年度の計算書類に計上した額 

退職給付引当金 66,668,741,766円 

（２）その他の情報  

当社は、職員の確定給付費用及び確定給付制度債務について、割引率、退職率及び死亡率など年

金数理計算上の基礎率に基づき見積もっております。 

このうち割引率について、期末における安全性の高い債券の利回りを用いておりますが、期末の

割引率の変動が退職給付債務へ重要な影響を及ぼすものではないと判断し、前期末に用いた割引率

により計算した退職給付債務に基づき、退職給付引当金を計上しております。 

割引率の基礎となる安全性の高い債券の利回りの変動により退職給付債務に重要な影響を及ぼす 

場合には、翌事業年度の退職給付引当金の見積に影響を与える可能性があります。 

 





附　属　明　細　書
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